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　この報告書に基づいて、 ? 月??日に閣議が開催されたが、明確な決定は下されず、 ? 月 ? 日の閣
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はまだ十分に明らかにされていなかったことも手伝い、それらが原子力の平和利用（ウラン採掘な
どを含む）・軍事利用にどの程度影響するのかについての危惧を生み、その結果、条約への態度決
定を保留する選択を取ったと言えよう。この決定をゴートン政権が下すのを可能にした背景とし
て、核兵器製造の緊急性の欠如とアメリカからの圧力の緩さを指摘できる。前者については、上述
した ? つの防衛政策に関する文書において緊急的な核兵器開発の必要性は否定されていたことか
らも、窺うことができる。但し、核オプションの維持は、譲ることができない問題であったことに
留意する必要がある。また、後者に関して言えば、 ? 月に開催された国防委員会および作業部会で
は、???署名拒否が豪米関係に及ぼす影響が議論の焦点として挙げられていた事が指摘できる。
しかし、 ? 月の国防委員会会合や閣議では、この議題について集中的に審議されてはいない。つま
り、ラスク長官との協議後、オーストラリアは???に対する態度決定で、以前よりも余裕を持っ
て望むことができるようになったと見ることができる。加えて、ラスクの訪豪後、条約内容の議論
のため、派遣された国務省高官らは、国連総会での???成立を最重要視し、その協力をオースト
ラリアに要請していた??）。つまり、政府は、即時署名の決断までは、要求されていないと認識す
ることができた。よって、オーストラリアは???に署名するか否かの決定を回避し、国連総会で
???に対する原則的支持を与えるにとどまるという道が選択可能になったと考えることができる。
５．おわりに
　本稿は、ゴートン政権が????年の???署名開放後、どのような議論を行い、その結果として、
????年の段階では、署名を留保しておくとの決定に至ったのかについて検討した。
　ゴートン政権内では、???署名を検討する上で、核兵器製造問題、????保障措置協定の内容、
豪米関係への影響の ? 点が対立軸となり、議論が紛糾した。政権内では、核兵器製造を支持する
???署名反対派が、???署名賛成派よりも優勢ではあったが、???に署名するか否かについて、
意見をとりまとめることができず、結局???署名を保留するという結論に達した。そして、この
ような結論をゴートン政権が出すことを可能にした背景として、本稿では、当該政権にとって、こ
の時点において核兵器製造が緊急課題にはなっていなかったことと、???署名に対するアメリカ
からの圧力が緩かったことを指摘した。
　つまり、ゴートン政権内において、核兵器製造支持派は???署名に反対であったが、????年の
段階では、???への明確な反対を公表することがオーストラリアにとって利益とはならないとい
う考慮が働いたためであったと考えることができよう。
　その後、ゴートン政権は、これまでの態度を変更し、????年 ? 月??日、???発効直前に、???
への署名を行った。なぜゴートン政権が、このように???署名の決断を下すに至ったのかについ
ては、紙幅の都合上、次の課題とし、別稿に譲ることとする。
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